
3占

：
も
み
す
り
一

：
も
み
お
と
し
一

町
内
穀
物
調
製
者
の
で
は
~

調
側
料
金
の
協
定
を
行
た
っ
て
い
ま
i

す
が
、
今
年
も
そ
の
会
合
を
開
き
、
協
[

屑
金
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。
i

お
と
し
一
俵
当
た
り

!
l
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~
を
迎
え
て
、
も
の
~
ニ
八
日

；
ま
わ
り
に
は
近
づ
く
お
正
月
も
明
る
＜
乙
例
年
以
上
の

二
五

0
円
盃
迂
え
ら
れ
な
い
気
の
毒
な
人
が
あ
り
ま
i

；
す
。

二
―
(
)
円
~
今
年
も
そ
の
人
た
ち
を
励
ま
す
た
め
~

~
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
を
行
な
いi

•
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
暖
か
い
善
意
の
こ
~

3

寄
附
を
お
願
い
し
ま
す
。

~
部
落
長
会
を
通
し
同
情
袋
を
配
付
し
~

郡
内
の
状
況

五
十
崎
町

肱
川
町
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高

か

っ

た

投

衆

院

員

終

る

几
ゾ
ん冒

りり］

た
り

た
り
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肱

T

1

歳
末
た
す
け
ぁ

肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

同

共

同

募

金

会

に
ご
協

い

~
従
来
、
七
五
才
以
上
の
老
人
を
~

＂
に
老
人
医
療
費
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
~

：
た
が
、
来
年
一
月
一
日
か
ら
は
全
国
的
~

．
」
に
、
七0
オ
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
~

~
な
り
ま
し
た
。

八
五
七
二
痴
~
支
給
方
法
も
医
療
機
関
が
直
接
請
求
~

八
五
・
三
七
鴨

iす
る
こ
と
に
な
る
の
て
窓
口
で
一
部
負
~

く
な
り
ま
す
。

八
三

“O)
八
劣
」
担
金
を
徴
収
さ
れ
な

八
五
。
三
一
鴨
~こ

受
給
資
格
肱
川
町
内
に
住
所
を
有
~

＝
ニ
~
す
る
七

0
オ
以
上
の
者
で
医
療
保
険
；
て
の

~
次
の
保
険
の
加

九
五
（
〗
等
の
加
入
者
又
は
被
扶
養
者
。
｀

[
者
は
従
来
通
り
の
い
と
な
り
ま
す
~

二
三
六
[

五
四
一

3

資

格

取

得

月

日

ぃ

の

で

医

療

機

関

の

窓

口

で

一

部

負

担

[

四
0
六

i

誕
生
日
の
属
す
る
月
の
初
日
。
~
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。

七

四
七
五
二
手
続
明
沿
三
六
年
一
月
三
一
日
以
•

~
前
に
生
ま
れ
た
方
は
、
印
か
ん
持
参
~

~
の
上
部
落
長
さ
ん
か
ら
」
~
て

~
を
お
受
け
と
り
下
さ
い
。

な

お

、

一

月

一

日

以

後

に

者

[

と
な
る
担
u
は
印
か
ん
を
持
っ
て
役
~
｀

場
窓
口
ま
で
来
て
く
だ
さ
い
。
~

診
さ
れ
る
と
含

「
老
人
医
療
受
給
者
証
」
と
保
険
-

証
及
び
「
老
人
医
療
費
請
求
書
」
(
[

役
蝙
に
あ
り
ま
す
）
を
持
っ
て

へ
っ
て
く
だ
さ
い
。

う

っ

か

カ

ナ

ヅ

チ

で

打

っ

た

．

せ

る

こ

と

。

り
、
ド
ア
に
は
さ
ん
だ
り
し
た
と
[
頭
や
胸
な
ど
に
ヶ
ガ
を
し
て
い
る
と

き
、
血
の
け
が
さ
っ
と
ひ
く
よ
う
な
気
＂
き
は
水
乎
の
位
置
て
休
ま
せ
る
と
よ
い

分
に
な
っ
た
り
、
吐
き
気
を
も
よ
お
し
；
で
し
ょ
う
。

た
経
験
は
だ
れ
で
も
が
お
も
ち
で
し
ょ
[
血
液
の
循
環
が
悪

vな
っ
て
い
る
た

う
。
そ
れ
が
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
：
め
、
体
温
が
失
わ
れ
や
す
く
な
っ
て
っ

軽
い
場
合
は
す
ぐ
な
お
り
ま
す
が
、
二
て
い
る
の
で
保
温
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

重
い
と
生
命
に
も
か
か
わ
り
ま
す
か
ら
、
~
患
者
の
か
ら
だ
を
毛
布
な
ど
で
包
み
、

ま
ず
シ
ョ
ッ
ク
の
手
当
を
す
る
必
要
が
五
秤
温
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
。

あ
り
ま
す
。
~
の
ど
の
か
わ
き
を
訴
え
る
よ
う
な
ら

か
ら
だ
の
位
置
は
、
足
の
方
を
高
く
、
二
口
や
唇
を
湿
ら
せ
た
り
、
少
量
の
お
湯

頭
を
低
く
が
原
則
、
シ
ョ
ッ
ク
を
お
こ
工
お
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
も
か
ま
い
ま
せ

し
た
と
き
は
血
液
の
循
環
が
悪
く
た
っ
：
ん
。

元
い
ま
す
か
ら
、
脳
や
心
臓
の
方
へ
血
~
た
だ
し
ア
ル
コ
ー
ル

盃
似
が
流
れ
て
い
く
よ
う
な
体
位
を
と
ら
；
ま
せ
ん
。

0
オ
か
ら
老
人
医
療
費
支
給

一
月
l

日
か
ら
実
施
ー
ー
ー
ー
r

八

シ／

ョ

ッ

ク

の

応

絶
対
い
け

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
な
い
で

L
ょ
う
か
。

こ
の
保
険
料
を
納
期
限
ま
て
に
納
め
て
い
ま
せ
ん
と
、
ケ
ガ
を
し

た
り
、
こ
主
人
が
死
亡
し
た
と
き
な
ど
に
障
害
年
金
や
母
子
年
金

な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
た
事
故
が
お
き
て
か
ら
あ
わ
て
て
保
険
料
を
納
め
て
も

間
に
あ
わ
た
い
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

保
険
料
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

の
年
金
給
付
を

所
得
比
例
制
度
紀
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
は
、
定
額
の
保
険
料
を
拠
出
し
、

受
け
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
投
保
険
の
間
か
ら
も
っ
と
高
い
保
険
料
を
負
担
す
る
か

ら
、
将
来
、
よ
り
高
い
年
金
を
ほ
し
い
と
の
要
望
が
強
く
、
昭
和

四
十
五
年
十
月
か
ら
い
わ
ゆ
る
所
得
比
例
制
肱
が
も
う
け
ら
れ
た
。

こ
の
制
艇
は
、
一
ヶ
月
三
五
〇
円
の
保
険
料
を
、
現
在
の
定
額
保

険
料
に
附
加
し
て
納
付
す
る
も
の
で
，
、
こ
の
制
炭
へ
の
加
入
対
象

者
は
、
所
得
が
あ
る
も
の
（
保
険
料
の
納
付
の
免
除
を
受
け
て
い

る
も
の
は
除
か
れ
る
。
）
は
、
任
意
に
加
入
で
き
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
農
業
や
商
工
業
た
ど
自
営
業
者
の
家
族
で
専
従
の
人
た

ち
は
、
形
式
上
の
所
得
が
な
く
て
も
加
入
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
は
役
場
年
金
係
ま
で

I□—
ロ
・
医
学
•
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ー き と

1日

” 2日i,
1 0日 ， 

1 5 日

1 6日

（公民館）
92日：分団長会 （役場）

II II 愛教研肱川分会研修
• • (公民館）

勤労感謝の日

川上商工会創立l0周年記

念大会 （ 

よく

（ 

2 3日

”” 
24日

（婦人） … 

（下鹿野川集会所）

（役場）

”
”
 

ヽ

I
I
I
I
 

? 5日

26日

2 7日

”” 
11

日

日

日

II

9

8

9

0

”

 

2

2

3

 

”” 

インフルエンザ予防注射

（予子林）

大榔高校肱川分校文化祭

公民館中央分館ソフ

（肱川中学）

第2

合せ会 （役場）

インフルエンザ予防注射

（中野小）

（公民館）

※

目

的

i

◎

・

一

、

乳

児

健

康

相

談

こ
の
運
動
は
、
飲
酒
す
る
機
会
の
多
~
「
客
を
飲
浩
運
転
者
に
し
な
い
」
:
と
音
、
一
月
十
九
日
午
移
一

姐
末
、
年
始
を
と
ら
え
て
、
飲
栖
運
i

料
理
店
、
飲
食
店
、
パ
ー
、
ス
ナ
ッ
丁
と
こ
ろ
、
肱
川
町
公
民
館

転
の
危
険
性
を
強
調
し
、
飲
酒
運
転
と
~
ク
等
の
酒
類
堤
供
業
者
は
、
客
を
飲
酒
二
該
当
者

こ
れ
に
よ
る
交
通
事
故
を
防
止
し
、
安

i
運
転
者
に
し
な
い
。
~
生
後
ニ
ヶ
月
ー
お
誕
生
ま
で
の
赤
ち

全
で
明
る
い
町
づ
く
り
を
し
よ
う
と
す
i

特
に
年
末
、
年
始
は
飲
洒
す
る
機
会
:
ゃ
ん
。

る
水
の
で
あ
る
。
~
が
多
い
ぶ
の
で
す
。
他
人
事
で
は
あ
り
」
其
の
他
、
希
望
者

※
期
間
・

i
ま
せ
ん
。
自
か
ら
飲
涯
運
転
を
し
た
い
~

十
二
月
二
十
日
ー
一
月
十
日
~
こ
と
で
す
。
い
二
、
妊
姉
健
康
和
談
．
[
・

丁
と
き
、
一
月
二
十
四
日
、
午
後
一

※
実
施
事
項

三
時

©
自
動
車
運
転
者
は
~

：
と
こ
ろ
、
肱
川
町
公
民
館

「
飲
酒
運
転
は
旅
対
し
な
い
」

i

忘
年
会
、
．
ク
リ
ス
マ
ス
、
新
年
会
等
~
．
紗
翌
当
者
｀
現
在
妊
娠
中
の
水
の
、

鵞
す
る
場
所
へ
乗
っ
て
行
か
な
い
。

i
~

届
出
を
し
て
な
い
方
は
印
鑑

盆
更
の
飲
洞
で
未
運
転
し
な
い
。
同
僚
[

.

i

参
下
さ
い
。

に
飲
洒
運
転
さ
せ
な
い
。

◎
婦
人
団
体
等
は

「
飲
酒
運
転
を
出
さ
な
い
」
~

家
庭
の
茶
の
間
に
お
け
る
対
話
に
よ
[

り
家
族
総
ぐ
る
み
で
家
庭
か
ら
飲
酒
運
[

転
者
を
出
さ
な
い
。

A

◎
織
場
、
・
団
体
等
は
~

「
飲
洒
運
転
者
を
出
さ
な
い
」

職
場
や
団
体
等
が
行
な
う
忘
年
会
、
~

新
年
会
等
に
伴
う
飲
洒
運
転
の
絶
滅
を
~

は
か
り
、
同
僚
か
ら
飲
酒
運
転
者
を
出
~

さ
な
い
。

．
 

ノヽ、ノ‘,、

館
場
湯

民公
役
役

(
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（役場）

（公民館）
（衿場）

（猥業会議）

水滴検針 （町内）
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酒

の

み

ー

昭和48 

五lバ—ーン

璽
。

分学校給 献

水
1 l 

乳l黄の食品
豆 U窃う
く力となる

うどん

木＿

12

1 6 

火
1 7 

赤の食品

たんばく質

血芭登になる
油あげ

てんぶら
. I町こはちみつ

ぜんざい

くだ水の

バンのり
き焼き

アップルバン

焼音そば

みどりの
がへぶんビタミン

佑調預ょくする

人参白菜

ねき°

くだ水の

2 3 

火
24 

たまねぎ

水やし

油

肱川町立校給食センクー

オムレッ l人参
豆腐卵

か注殴こ

牛肉

粉チーズ

を

な

く

す

る

動

お

し

ら

せ

人参たまわ智

キャベッね苔

もやし

あげ 1，わかめ

8
 
ー

水＿

1 9 

肉き
ゎ
げ
＿
肉

2 2 

月 はちみつ

入

白

参

菜

れぎ

ね智

人参た主ねぎ

キャベッ

グリンピース

水
~ ~ ~ ~ 

2 5 

木

26 

，
 

2
 

金一

゜
月
す

火

3 1 

水

フレッジュ

オムレッ

かき卵汁

（小）あげパン

（中）ジャムペン

カレーシチ"'_

忠ゞでん風煮

C L Cココ

大学い永

くだ木の

ウィンナーし

はちみつ

親子煮

（ 

じ
マカロニ

堕さとう
じゃ

こん忙ゃく

さつ主

油。さとう

どま

中華そば

じゃが芋

油。さとう

さつま芋油

マロニー

ス,.-t-:::1ーン

憩肉

厚あげ

かま殴こ

ちくわ ＇ 

ウィ，ンナー

＇ 
, 

豚肉

ちくわ

憩肉 卵

油あげ

牛肉

粉チーズ

ねぎ

人参

たされ室

ね智

レ^ ース＋ン

くだもの

人参たま

もやしわぎ
； 

人参

グリンピース
~” 

人参 ， 

たまねぎ

ねぎ
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及

所

農

で
自
立
経

を
固
る
に
は

八
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椎
茸
原
木
の
枝
打
ち

切
に
つ
い

相の二 魯ラ頭頭頭紅二水りそ町農が で今休ううがでの確町どわに定
当て＂こ。 1とと‘と la稲でので家昭そし後みすな必二金保村もれ‘的
のす五の。 I/肥水肉水‘単す規考の和のよのをれ所要百額さ在生て自か
資が人経°プ育田用田養作°模え標四たう計利ば得だ万はれ住活い然つの
本‘の営 口豚二牛二蚕 II をら準六めか画用よのと円少な勤水るの効役
装こ従規 イ常 la+la+水 紹れ的年の°をしい得い、なく労準が保率割
備の事模 ラ時‘水‘水田 介る指に資 検てのらわ五くて者の‘全的は
を経者は l ＝養稲酪稲四 し経標発料 討家でれれ七とはと向農とに‘
行営で‘ ＝ 常＿豚作農作 la ま営の表と さ族しるて年もな均上業緑共国
なを行一 時0 II II II ll' す類うしし れ中ょ農いに‘り衡が従の給民
う行な農 二頭繁肥経桑茶 と型ちたて てでう業るは昭ます図事樗すに
となわ家 万‘殖育産園作 次のか自‘ は話か経°三和せるら者伍る食
とうれあ 五プ豚牛牛ー II の一ら立農 いし°営こ百五ん所れとだと糧
も匠るた 千口三三三‘茶 と部肱経林 か合正はの万二°得るいととを
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組
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肱川

単位オ当り円

『 •U47 " 11 28日県森連 より
サ末口径すぎひのきまつ
7CTli.下 165I 165 
8 11 150 168 
12 11 I 150 I 170 
16 II I 150 I.. 200 
頷） II I 170 I 210 
7cm下 120I 120 
8 //上 1山45 145 
13 // 200 305 
16 11 I 175 勾5
7cm下 55I 60 
8 II上 65I 65 
16 f1 65 70 
30 9/ 70 75 

1m I 1~上 20 お
6m 13cm 200 310 
6m上足場1m爬付き 0-110-

そ 尤応バルプ杖末口 6cm上 2 7円

の＇雑バルプ杖末口 6cm上 2 0円
他松箱杖末口 14cm上48円～52円

本表は，肱川町内の自

格です。

全般的に大幅な値上りを示す。

4m 

3m 

2m 

76 
85 

65 

考

乾 し い た

昭和47年12月7日県森連市より

高値?-,9 5 0円前回より 12 0高

中値 2,5 8 2円 l9 7 1高

安値 6 9 0円 11 1 9 0 

品別概況は次の通りです。

香信上 3,3 0 0円～3,9 0 0円

fl 並 2,9 0 0円～3,3・ 0 0円

大葉上 2,800円～3,2 0 0円

け 相

並
厚肉 II 

どんこ上

＇：＇並

II 小

ジャミ物

単位1靭当飢円

2, 0 0 0円～2,5 0 0円

2,800円～3,3 0 0円

2, 9 0 0円～3,300円

2, 5 0 0円～2,9 0 0円

1, 9 0 0円～2,4 0 0円

1, 0 0 0円～1,6 0 O・円

1 2月17日です。



t
・

しの

ロヘ

農協は

ゆとりをつくる

農協貯金のごあんない
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明るい窓

しておりまナ。
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ヽ

少額貯蓄非課税制度のお申込みをなされますと沿一人15 0万円

まで税金がかかりません。・

飼
育
日
数

飼
料
給
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一
日
増
体
量
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三
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六

靭

五

0
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昨
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三
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三
二
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0
円

八
四
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0
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六
〇
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六
l

五
九

五
三
八五

三三三枝
三二四・
六九二肉

経

出

荷

九九枝
0六八肉
五 00単
0 円価
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， 
の農協パ信連，中金，の

3者が結束してつくった

（全国貯金者保護制度），

によって元金，刹息とも

れています。

0 0 

つ
の
埒
専

農協は法律の定めに

ょ:て普通の金融機

関より

預りできることにな

って念ります。
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部位に合った料理（牛）
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巌り協の窓口は近くて便利

です。いつでもあたたの

してこ利用下さ

又，ご連絡いただければ，

いつでも係員が姦伺いし

ます。

お預りしたお金は郷土を豊

かにするために役立ちます。

郷土のお金は郷土で生かす，

これが艇協貯金のモットー

です。

あなたのくらしに力をつけ

るため，働きます。
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胸
肩

1
2
3
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ステーキ
ロ....スト

やわらかい
のでロース
と同じよう
に使う

8バラ肉 カレー
（三枚肉）シチュ

7ヒレ肉
キ

ロースト
・ パクー焼き

13あし肉）煮こみ
14すね肉スープ

足のよいと
ころはひき
肉料理に

ooooo
今
日
を
知
り
明
日
の

い
芽

る
＜
伸
ば

を
生
む
地ど
も
の
光
」
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の

五
日

十
二
日

十
九
日

大
谷
姦

や

ぷ

谷

口

宇
和
川

油

配

予
想
以
上
の
収

れ
た
こ
と
と
思

て
い
る
こ
と
と
予

の
収
穫

日 姦

和
川
南

谷
口
宇
和
川
北

大
谷
月
野
尾

お
や
ぶ

谷
口
宇
和
川
北

大
谷

配

日

~
今
年
の
飼
料
は
原
料
外
国
産
麦
ゃ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

；
の
豊
作
で
、
二
回
に
値
下
り
し
ま
し
た
が
、
最
近
に

~
な
っ
て
急
に
上
昇
気
運
で
、
大
豆
粕
や
聴
は
十
月
に

三
一
十
円
、
十
一
月
に
三
十
五
円
、
十
二
月
に
四
十
五

I

円
に
値
上
り
、
続
ぎ
配
合
飼
料
は
何
と
か
十
二
月
ま

i

で
も
ち
こ
た
え
た
が
、

1

月
分
か
ら
は
値
上
り
が
ほ

五
決
定
的
で
す
。
予
約
を
さ
れ
て
い
る
方
は
先
取
を

」
致
し
ま
す
か
ら
値
上
り
は
し
て
も
現
在
価
格
で
精
算

〗
致
し
ま
す
。
一
月
も
積
雪
の
心
配
と
、
輸
送
の
面
で

；
早
目
に
送
り
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
よ
る
し
く

~
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
衆
肥
予
約
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て

〗
今
年
の
栗
は
台
風
被
害
も
受
け
ず
、

i

量
と
安
定
し
た
価
格
で
収
入
が

•
い
さ
す
。
そ
の
反
面
樹
勢
は
衰

ご
想
さ
れ
、
春
肥
は
充
分
に
施
し

：
な
え
て
下
さ
い
。

飼

ま

な
い


